
学園西町会
第七都営団地自治会
茜台自治会
一橋大北通り商店会
民生・児童委員（４地区）
地域包括支援センター地域型小川ホーム学園西町出張所

   地域包括支援センター基幹型中央センター

小平市社会福祉協議会
小平市市民活動支援センター（あすぴあ）

高齢クラブ福寿会（ 一丁目、二丁目、三丁目）

小平市立小平第四小学校ＰТＡ
小平市立小平第四中学校

※１８団体２３名の参加でした。

　この地域連絡会だよりは、
　地域連絡会開催後に発行しています。

小平市立小平第十五小学校及びＰＴＡ
小平第十五小学校青少年対策地区委員
小平市国際交流協会

その他、市関係課の参加
　・市民協働
　・産業振興課
　・防災安全課
　・政策課

日
本
中
で
猛
威
を
ふ
る
っ

た
台
風
８
号
が
関
東
を
過
ぎ

去
っ
た
、
七
月
十
一
日
に
地

域
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

第
６
回
目
と
な
る
地
域
連
絡

会
で
は
、
前
回
同
様
、
各
団

体
間
の
連
携
の
可
能
性
を
探

る
こ
と
を
目
的
に
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
前
回

と
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
え
を

行
い
、
ま
た
新
た
な
地
域
の

方
と
の
連
携
に
つ
な
が
る
新

た
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま

し
た
。
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第６回目は前回に引き続き、グループ討

議を開催。顔の見える関係性の強化

グループ討議中の様子

新
た
な
課
題
も
表
出
し
、

具
体
的
な
協
力
関
係
が
前
進
！

今
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で

は
次
の
よ
う
な
ご
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

①
学
園
西
町
会
で
は
、
高

齢
者
の
見
守
り
と
防
犯
の
た

め
に
、
役
員
と
警
察
が
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
近

い
将
来
は
会
員
様
も
含
め
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
た
い
。

②
小
平
第
四
中
学
校
で
は

初
動
訓
練
を
行
う
の
で
、
地

域
の
方
に
も
見
て
も
ら
い
た

い
。③

顔
が
見
え
る
関
係
作
り

が
第
一
な
の
で
、
町
会
イ
ベ

ン
ト
へ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

④
町
会
の
新
規
加
入
率
を

上
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
普
及
活
動
を
し
て
い

き
た
い
。

⑤
小
平
第
四
小
学
校
と
学

園
西
町
会
の
共
催
で
、
自
転

車
の
乗
り
方
教
室
を
行
い
た

い
。ほ

か
に
も
多
く
の
ご
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第６回学園西町地区地域連絡会

参加団体 市では、先の東日本大震災や現在の社会状況などを踏まえ、身近

な地域がなるべく自らの地域を担うしくみである地域自治の推進に

取り組んでいます。

そのためのきっかけづくりとして、地域の意向を踏まえ、地縁団

体である自治会や町会などを中心に、地域に関わる様々な団体が一

堂に会する地域連絡会を開催しています。

この地域連絡会では、地域に関わる様々な団体がその活動内容や

活動課題を共有することで横の繋がりを強めるとともに、全体とし

て地域の課題についての把握やその解決に向けた検討を行っていく

ことになります。

当面は、このような地域自治推進の可能性の高い地域をモデル地

区として、そこで順次、地域連絡会を開催し、地域の機運が整い次

第、それを母体に地域が自主的に地域運営を行う地域協議会が立ち

上がることを目指しています。

学園西町地区は、そのモデル地区第一号として、他の地域に先ん

じて、昨年２月から地域連絡会を開催し、今回７月に６回目の開催

を行ったところです。次回、７回目は１１月１９日(水)の予定です。
【地域自治のイメージ】

地域連絡会について

地域連絡会

※行政主催の機運づくり

自治会、商店会、高齢クラブ、

民生･児童委員、福祉関係団体、

学校関係団体、ＮＰО、その他

地域協議会
※地域の自主運営組織

会長

副会長、会計、各部会長

左の地域連絡会の構成団体等

情報共有

地域課題対応



※この「地域連絡会だより」は、地域における情報共有を目的に、学園西町内の世帯にお配りしています。
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次回は１１月１９日（水）に、「地域に関わる人材の確保」をテーマに、市

民社会パートナーズ 代表 庄嶋 孝広さんに講義をしていただきます。

庄嶋孝広（しょうじまたかひろ）さん

プロフィール

1974（昭和49）年福岡県出身。慶應義塾大学卒業後、経

営コンサルティング会社、まちづくりNPO勤務を経て、2006

（平成18）年市民社会パートナーズ開業。2011（平成23）

年4月より大田区非常勤特別職を兼業する「民間と公務の

二刀流」。おおた区民活動団体連絡会共同代表、大田区

立小学校PTA連絡協議会会長（2013（平成25）年度）など

として活動する「チクメン（地区メン）」。

次回、第７回目となる

学園西町地区地域連絡会は

１１月１９日（水）を予定
１９時より学園西町地域センターにて

各団体には、事前にご連絡いたしま

すので、ご参加をお願いします。

学園西町には、「学園西町会」をはじめ、６つの自治会があります。

地域を皆で支える自治会、町会へ加入を！

災害

見守り
共助

地域連絡会は、地域団体以外

の方でも、どなたでも参加できま

す。

事前の申込みは必要ありませ

んので、ご近所の方とお誘い合

わせのうえ、どうぞ、ご参加くだ

さい。

～自転車安全利用五則～
１ 自転車は、車道が原則、歩道は例外

→道路交通法上、自転車は軽車両なので、歩道と車道の

区別があるところは車道通行が原則です。

→例外は１３歳未満の子ども、７０歳上の高齢者、身体の

不自由な人が運転している場合等です。

２ 車道は左側を通行

→自転車等軽車両が通行できる路側帯は道路の左側部分

に設けられた路側帯のみです。

３ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

→自転車が歩道を通行する場合は、車道寄りの部分を徐行

しなければなりません。

４ 安全ルールを守る

・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

・夜間はライトを点灯

・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

５ 子どもはヘルメットを着用

災害をはじめ、いざという時に頼りになるのは、地域の絆です。
お住まいの自治会や町会への加入についてのご相談やご案内は、

市役所地域文化課コミュニティ担当まで

電話：042-346-9532

今
回
は
、
連
絡
会

の
中
の
発
言
を
受
け

て
、
「
自
転
車
安
全

利
用
五
則
」
の
ご
紹

介
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
地
域
連
絡

会
だ
よ
り
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
の
で
、
い
つ

で
も
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

前
回
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
討
議
を
踏
ま

え
、
各
団
体
に
共
通
す
る
人
材
確
保
の

課
題
を
取
り
上
げ
、
「
各
団
体
で
実
践

し
て
い
る
人
材
確
保
の
工
夫
」
を
話
し

合
い
ま
す
。

考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

自
ら
も
大
田
区
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
立
場
で
活
動
す
る
庄
嶋
さ
ん
よ

り
講
義
を
受
け
ま
す
。

庄
嶋
さ
ん
は
、
町
田
市
の
地
域
自
治

の
し
く
み
で
あ
る
「
地
区
協
議
会
」
づ

く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
小

平
市
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
運
営
に
係

る
職
員
研
修
の
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

雑誌「プレジデント」に掲載の

『「07年日本を動かすキーマン」

100人図鑑』でキーマンの一人とし

て紹介されている。共著に『市民

自治のこれまで・これから』（公職

研）がある。

＜報告＞

小平第四中学校では学園西町会との共催で、スタン

トマンによる事故再現型の安全教室を行いました。


